令和元年11月 11日

高校２年生の保護者の皆様
岡山学芸館高等学校
校長　　森　健太郎
進学指導部長　岡本　昌之
大学入試共通テスト英語成績提供システムの延期について
晩秋の候、保護者の皆様におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より本校の教育活動にご理解、ご支援を賜りましてありがとうございます。
さて、皆様ご存じの通り、１１月１日に文部科学省より、令和３年から実施される大学入学共通テストにおいて導入が予定されておりました英語民間試験の活用を延期するとの発表がありました。

これにより、来年４月～１２月までの間に英語民間試験を２回まで受験し、そのスコアが英語民間試験成績提供システムを通して各大学に送られるという制度は現在の高校２年生に関しては導入が見送られることとなりました。

本校といたしましては、「共通ＩＤ」登録についての説明を生徒に対して行っておりました。生徒から回収しております「共通ＩＤ発行申込書」は独立大学行政法人大学入試センターの指示により、ご返却いたします。また、既に「英検」の予備登録が完了している場合の検定の実施や予約金の返金等については、１１月６日に発表された日本英語検定協会からの記事をご覧ください。
また、文部科学省の英語民間試験利用は延期になりますが、国公立大学の総合型選抜や学校推薦型選抜、私立大学などは従来通りのあり方で英語民間試験のスコアを合否判定に用いることがありますので、各大学の入試要項を確認し、必要に応じて英語民間試験を受験する必要があることはお知りおき下さい。
以上、取り急ぎお知らせ致します。

